
通信インフラの被災に備えて、「JAPANローミング」も知っておきたい仕組みです。契約しているキャリアの基地局が使えない
場合に、他社のネットワークを一時的に利用できます。また、大規模災害時には避難所や公共施設で無料Wi-Fi「00000JAPAN」
が開放されることもあります。さらに、LINEの「衛星モード」など、基地局が使えない状況でもテキストや位置情報を送れる
新しい通信手段も登場しています。利用条件があるため、対応状況を事前に確認しておきましょう。
最後に、家族や職場で「連絡ルール」を決めておくことも大切です。集合場所や避難先を共有し、発災直後は無理に連絡を
試みず、落ち着いてから安否を登録するなど、行動の優先順位を決めておきましょう。スマホの充電手段も備えておけば、
長期の停電にも安心です。


